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HTTPという、ステートレス（状態

を管理しない）な通信プロトコルをベ

ースにおくWebにおいて、最大の悩み

とはページ間にまたがるデータの保持

にほかなりません。

HTTPにおいては、クライアントがリ

クエストし、サーバーがレスポンスす

るそのやりとりが1回の「完結した」通

信であり、それ以上のものでもそれ以

下のものでもありません。たとえば、

ページAでログインを行なったとして

も、別なページBでは「ログインした」

という事実を自動的に知ることはでき

ないのです。

開発者はこれまで異なるページ間で

情報を共有するために、クエリ情報、

隠しフィールド（hidden）、クッキー、

セッションと、さまざまな手法を考案

してきたのです（図1）。Webアプリケ

ーションの歴史とは、ある意味「状態」

を如何に管理するかの歴史であったと

もいえます。

イベントドリブンと
「状態管理」の密接な関係

ASP.NETは「サーバーラウンドトリ

ップ」あるいは「ポストバック」と呼

ばれるクライアント／サーバー間の密

なデータのやりとりを前提としたイベ

ントドリブンのモデルを提供します。

ASP.NETにおいて、イベントの発生と

はクライアントとサーバー間で通信が

発生する、もっといえば、ページがい

ったんクリアされることと等価でもあ

ります。

つまり、もしもASP.NETが「状態」

を管理するための手段を提供していな

いとしたら、開発者はイベントプロシ

ージャの中に、現在のコントロールの

状態を保持するための多くのコードを

記述しなければならなかったはずです。

にもかかわらず、ASP.NETではイベ

ント処理が行なわれた後も自然とペー

ジの状態が保持されていたのは、状態

を管理するための「ビューステート

（ViewState）」というしくみをASP.NET

が提供していたためです。

「ビューステート」といっても特別

なものはありません。試しに、これま
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でに作成したASP.NETページを実行

し、ブラウザ上から［ソースの表示］

を選択してみてください。コードの中

に、以下のような記述が見つかるはず

です。

<input type="hidden"
name="__VIEWSTATE"
value="dDw5MDkxNjE0N..." />

これが「ビューステート」の正体で

す。

ASP.NETでは、ページ内に配置され

たコントロールの状態を「隠しフィー

ルド」という形でセットし、リクエス

トのつどサーバーに送信することで、

状態を保持することを可能にしていま

す。ビューステートの値はハッシュさ

れ、圧縮され、Unicode実装用に暗号

化されていますので、効率的に、かつ

セキュアに情報を交換することができ

ます。

これまでIsPostBackメソッドを介し

て、初回ロード時の処理とポストバッ

ク時の処理とを分岐していましたが、

この意味とは実は、

①ポストバック時に展開されたビュー

ステートの内容をPage_Loadプロシ

ージャの内容が上書きしてしまうこ

とを防ぐ

②ビューステートによってデータが展

開されているにもかかわらず、Page

_Loadイベントで重複して処理を行

なうことの無駄を省く

という2点にあったのです。

ビューステート使用時の留意点

ビューステートは、開発者がほとん

ど意識する必要もなく、また、クライ

アントの設定にも依存しないことから、

きわめて有用な「状態管理」の手法で

はあります。しかし、必ずしも問題が

ないわけではないことも、開発者とし

ては充分に理解しておくべきでしょう。

以下に、ビューステートの大きな問

題点とその対応策を挙げておくことに

します。

■ページの複雑度によっては

大量のPOSTデータが発生する

先にも述べたように、ビューステー

トの正体は暗号化された隠しフィール

ドです。つまり、ページが複雑になり、

配置されたサーバーコントロールの数

が多くなった場合（あるいはDataGrid

のような巨大なデータを伴うコントロ

ールが配置された場合）、ビューステー

トのサイズは決して馬鹿にならないも

のとなります。特に、ダイヤルアップ

接続などのナローバンド環境にあるク

ライアントでは、ビューステートに起

因するパフォーマンスの遅延を懸念す

るべきでしょう。

これに対応する策としては、各サー

バーコントロールに共通で用意された

EnableViewStateプロパティの利用が

挙げられます。EnableViewStateプロパ

ティは、コントロールが現在の状態を

保持するかどうかをTrue/Falseで設定

します。デフォルトはTrue（ビュース

テートを保持する）に設定されていま

すが、状態を保持する必要のないコン

トロールについては、EnableViewState

プロパティをFalseに設定しておくこと

で、ビューステートのサイズを縮減す

ることが可能です。

EnableViewState属性は@Pageディ

レクティブでも指定することができ、ペ

ージ全体におけるビューステートの有

効／無効を切り替えることも可能です。

ASP.NET are GO!

クッキー：key=value

クエリ情報：xxx.aspx?key=value

セッション、アプリケーション情報

隠しフィールド：<input type="hidden" .../>

図1：状態管理のさまざまな手法




